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芝浦工業大学 
 

大学院システム理工学専攻主任 

システム理工学部長室員 

        

長谷川浩志 

総合的問題解決力を身につけるための
システム工学教育 
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二十一世紀を拓くシンセシス主導型 

の工学教育を目指して（大学時報, 1991） 

要求項目： 
 

テクノロジーの光と影を見据えて，環境問題，資源問
題，あるいは伝統的文化・価値観などとの調和を基
本に据えて総合的，学際的に問題解決を図るセンス
と具体的技法を身につけること． 

方策： シンセシス主導型教育の具体的な展開としての「システム
思考の工学」 
 

 課題を文化や価値観などを踏まえて柔軟に設定し，その計画・設計・製作・管
理運用をシステムとしてとらえ，目的達成に向けて一連の要素とその機能を合
理的かつ学際的に統合する考え方，手順，方法． 
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現代社会の問題は，専門分野の枠を越えています．その解決方
法は，未来への確かな展望のもと，社会生活を営む現場から様々
な要素が関連づけられ形作られています． 

 

システム理工学部は，学問体系を横断し関連づけるシステム工学
の手法により， 
 

 ・システム思考： 総合的解決策を追及する 

 ・システム手法： 目的達成の機能を作る 

 ・システムマネジメント：問題解決の人・知識・技術を統合する 
 

を軸に教育研究を行い，新しい時代の要請に応え，地域と人類社
会の発展に寄与する有能な人材の育成をめざしています． 

 

システム理工学部の紹介 

教育理念: 
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システム理工学部の学科・科目構成 

 

専
門
科
目 

 

専
門
科
目 

 

専
門
科
目 

 

専
門
科
目 

電子情報 

システム学科 

環境 

システム学科 

機械制御 

システム学科 

 

専
門
科
目 

基礎科目 

（数学，物理学，化学，生物学等） 

システム・情報科目 

（システム工学・情報処理・概論等） 

総合科目 

（システム思考・環境，語学等） 

生命 

科学科 

数理 

科学科 
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演習と講義の配置 

講義科目 

システム工学A 

（システム計画） 

２学年前期 

演習科目 

創る 

１学年前期 

演習科目 

システム 

工学演習A 

２学年前期 

演習科目 

システム 

工学演習B 

２学年後期 

講義科目 

システム工学B 

（数理計画） 

２学年後期 

演習科目 

システム 

工学演習C 

３学年前期 

講義科目 

システム工学C 

（PM） 

３学年前期 学生自主 

プロジェクト 

へ応募 

（大学，後援会 

支援） 

総合研究 

4学年通期 

プロジェクトを通した実践・経験 

哲
学
・理
論
・技
法 

＊問題を把握する 

＊解決策の検討と最適化 

＊意志を決定する 

＊プロジェクト計画・運営 

＊実問題への挑戦 

＊協調する 

＊創造する 

＊思考する 

講義科目 

（総合科目） 

システムとは， 

１学年後期 

必修科目 

演習は学科混成チーム 

システム 

理工学専攻 

システム工学 

特別演習 

システム理工学
専攻との連携 

世代＋領域間 
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• シンセシス主導による領域横断型教育 

• 様々な領域の知識を共有し，総合的問題解決を
するための実践教育 

 

 

• 領域を超えた背景知識とシステム的思考を基本
にして，複数領域を横断した問題の発掘力と解
決力を有する研究者及びエンジニアを養成 

システム理工学専攻 

教育理念・目的 
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機械 

制御 

社会・ 

環境 

電子 

情報 

生命 

科学 

数理 

科学 

 機械制御部門 選択科目 

 電子情報部門 選択科目 

 社会・環境部門 選択科目 

 生命科学部門 選択科目 

 数理科学部門 選択科目 
 

研
究
指
導
・専
修
科
目 

 

研
究
指
導
・専
修
科
目 

 

研
究
指
導
・専
修
科
目 

 

研
究
指
導
・専
修
科
目 

 

研
究
指
導
・専
修
科
目 

システム工学特論，同特別演習 
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６０％，  ４０％ 

カリキュラム構成 



システム工学特別演習，同特論の学習成果 

• 「システム思考」 社会と技術が複雑に関係した現代社会
の課題を発見，分析し，解決プロセスを計画することがで
きる 

• 「システムマネジメント」 問題解決やシステム開発のプロ
ジェクト計画を立案できる 

• 「システム手法」 問題の解決策を体系的に探索し，モデ
ル化し，デザインができる 

• 修士論文研究，その周辺問題をテーマに設定．この題材
に対して，システム思考，システム手法，システムマネジメ
ントを実施できる 

• グループリーダとしてプロジェクトをまとめる能力とメン
バーをティーチングする能力を身につける． 
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学部とシステム理工学専攻との連携 

問題定義，（再定義） 
 

テーマは，一つの専門分
野の枠を越える． 

現状分析，要求分析・定義 

たくさんのアイディアを創出 

レビュー， 

     プレゼンテーション 

その解決策は，環境，社会生活を通じて，様々な技術や科学の関連づけにより形成される． 

実際に実行 

総合的な 

問題解決策の提案 環境，社会，市場 

からの要求・要望 

さまざまな領域の背景を 

有した院生，学部生の共同作業 

院生の研究分野とその周辺 
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システム工学特別演習と同特論の連携  

All Rights Reserved, Copyright (C) 2012, College & Division of Systems Engineering and Science, Shibaura Institute of Technology 



All Rights Reserved, Copyright (C) 2012, College & Division of Systems Engineering and Science, Shibaura Institute of Technology 

日中韓のGlobal joint capstone design symposiumに発表 

優秀班（1，2位）が中国ハルビンへ： 

    Excellent awardを受賞 



システム工学特別演習・システム工学演習Ｃ　学習・教育目標（学習成果評価表） 記入日：＿＿＿＿年＿＿＿月＿＿日

学籍番号： 氏名：

自己評価は自分自身を評価してください。相互評価は、プロジェクトチームメのンバーに自分を評価してもらってください。（高い５：から、低い：１で記入）
1.自己評価 2.相互評価 3.相互評価 4.相互評価 5.相互評価 6.相互評価 7.相互評価 相互評価平均

学習・教育目標 自分 記入者名 記入者名 記入者名 記入者名 記入者名 記入者名 -

－ ｰ

「システム思考」 - 学問体系を横断し関連づけ
るシステム工学のプロセスを理解し、総合的な
解決策を導出・評価できる

問題の発見、要求分析、設計、評価、意志決定
を行うことができる

「システムマネジメント」- 問題解決のために必
要な人・知識・技術を統合し、マネジメントできる

プロジェクト遂行能力　-　目標に合致する計画
を立案し、的確に仕事を進め、スコープ、期限、
コストの制約条件を満たすよう、人に働きかけ、
知識と技術を活用し、プロジェクトを遂行できる

多分野の人とコミュニケーションができる

チームで協力して活動できる

システムデザイン能力-　各種制約下でニーズ
に合致するシステム、プロセスを設計できる

.ニーズに合致し、制約条件を満足するシステム
やプロセスの仕様を作成できる。

リーダシップ
状況を見極め、状況に合ったリーダシップを発
揮できた

自分の意見はプロジェクトチームメンバーと相談する前に数字を記入してください。


チーム全体での意見は、チーム内で相談してまとまった意見（数字）を記入してください。（高い５：から、低い：１で記入）

下記は別紙プロジェクト相互評価表から転記する

自分の評価
チーム内での

評価集約
他のチームか
らの評価平均

教員からの
評価平均

創造性 創造性の高い成果を得た

有用性 有用な成果を得た

完成度
客観的データや調査に基づいた分析、設計、評
価を行い、完成度が高い成果を得た

目標の適切さ
適切な難易度の成果目標を設定することができ
た

目標の到達度 当初の成果目標を達成することができた

文書で適切な報告ができた

口頭で適切な報告、プレゼンテーションができた

評価
項目

学習成果

学際的なチームで活動できる

文書での報告、口頭での発表

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
果

学
習
成
果

評価
項目

学習成果

学習・教育目標とプロジェクトの成果物に対する３６０度評価 
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1 .9

2 .1

2 .3

2 .5

2 .7

2 .9

3 .1

3 .3

3 .5

3 .7

3 .9

4 .1

4 .3

情
報
収
集
力

情
報
分
析
力

課
題
発
見
力

構
想
力

院生全体 基準値（院生理系（貴学除））

36

41

46

51

56

61

66

71

情
報
収
集
力

情
報
分
析
力

課
題
発
見
力

構
想
力

親
和
力

協
働
力

統
率
力

感
情
制
御
力

自
信
創
出
力

行
動
持
続
力

実
行
力

院生全体 院生理系（基準値（貴学除））

問題解決領域
コミュニケーション・

マネジメント領域
自己管理領域

 

 

 

社会人基礎力は、「リテラシー」と
「コンピテンシー」の２側面から測定． 
 

リテラシー： 

知識を基に問題解決にあたる力で、知
識の活用力や学び続ける力の素養． 

 

コンピテンシー： 

経験から身に付いた行動特性で，どん
な仕事にも移転可能な力の素養． 

コンピテンシー リテラシー 

システム理工学専攻の社会人基礎力 

有意水準5%検定：有意差なし 
有意水準1%，5%検定：有意差あり 
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被検者全員 

ＳＰＩ通過

エントリー
シート通過

面接通過

活動全般

リテラシー側面の
「情報分析力」を見ることで
推測することが可能

リテラシー、コンピテンシー
の両側面における
「課題発見力」、「構想力」
を見ることで推測することが
可能

コンピテンシー側面における
「問題解決」、「コミュニケー
ション力・マネジメント」領域
を見ることで推測することが
可能

コンピテンシー側面における
「情報収集力」および「自己
管理」領域を見ることで推測
することが可能

ＳＰＩ通過

エントリー
シート通過

面接通過

活動全般

リテラシー側面の
「情報分析力」を見ることで
推測することが可能

リテラシー、コンピテンシー
の両側面における
「課題発見力」、「構想力」
を見ることで推測することが
可能

コンピテンシー側面における
「問題解決」、「コミュニケー
ション力・マネジメント」領域
を見ることで推測することが
可能

コンピテンシー側面における
「情報収集力」および「自己
管理」領域を見ることで推測
することが可能

コンピテンシー 

側面 

問
題
解
決
力
領
域
（低
） 

問
題
解
決
力
領
域
（高
） 

コミュニケーション力 

マネジメント力（高） 

コミュニケーション力 

マネジメント力（低） 

コンピテンシー 

側面 

問
題
解
決
力
領
域
（低
） 

問
題
解
決
力
領
域
（高
） 

コミュニケーション力 

マネジメント力（高） 

コミュニケーション力 

マネジメント力（低） 

リテラシー側面 

「情報分析力」 

Ｓ 

（１３人） 
Ａ+ 

（１人） 
Ａ- 

（１４人） 
Ｂ 

（２人） 

Ｃ 

（４人） 
Ｄ 

（３人） 

Ｅ 

（０人） 
Ｆ 

（０人） 

判断基準は 
３年生偏差値55以上 
の平均 

判断基準は 
３年生 
偏差値55以上 
の平均 

← ５３ → ← ５３ → 

５２ 
↑ 

↑ 

４ １ or ２ or ３ 

就職活動予測からみた学生のタイプ 

                  （システム理工学専攻） 
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DIC 

JR東日本 

NEC 

NECソフト 

NTTデータ 

SoftBank 

Yahoo 

エリクソンジャパン 

オプトニクス精密 

キトー 

キヤノン 

キヤノンアネルバ 

スズキ 

スタンレー電気 

スミセイ情報システム 

ソニー 

公務員志望，
留学生の 

4名除く 

システム理工学専攻 
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ミネベア 

ラック 

安川電機 

岡村製作所 

大和ハウス工業 

東芝メディカルシステムズ 

東洋水産 

凸版印刷 

並木精密宝石 

日信工業 

日立ソリューションズバリュー 

日野ヒューテック 

不二輸送機 

平和 

 

海外留学  （重複内々定あり） 

 

 6月15日： 
  内々定率 

８５％（残：5名） 

 7月10日： 
  内々定率 

９７％（残：1名） 



就職活動予測からみた 

学生タイプ別内々定時期 
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★ 

４４％は 

GW以前に内々定 

自身の強み
を活用？ 



システム工学特別演習の 

リーダ・サブリーダ 

内々定時期 
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他専攻，留学中の院生を除く 

サブリーダ： 

リーダ： 
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システム工学特別演習・システム工学演習Ｃ　学習・教育目標（学習成果評価表） 記入日：＿＿＿＿年＿＿＿月＿＿日

学籍番号： 氏名：

自己評価は自分自身を評価してください。相互評価は、プロジェクトチームメのンバーに自分を評価してもらってください。（高い５：から、低い：１で記入）
1.自己評価 2.相互評価 3.相互評価 4.相互評価 5.相互評価 6.相互評価 7.相互評価 相互評価平均

学習・教育目標 自分 記入者名 記入者名 記入者名 記入者名 記入者名 記入者名 -

－ ｰ

「システム思考」 - 学問体系を横断し関連づけ
るシステム工学のプロセスを理解し、総合的な
解決策を導出・評価できる

問題の発見、要求分析、設計、評価、意志決定
を行うことができる

「システムマネジメント」- 問題解決のために必
要な人・知識・技術を統合し、マネジメントできる

プロジェクト遂行能力　-　目標に合致する計画
を立案し、的確に仕事を進め、スコープ、期限、
コストの制約条件を満たすよう、人に働きかけ、
知識と技術を活用し、プロジェクトを遂行できる

多分野の人とコミュニケーションができる

チームで協力して活動できる

システムデザイン能力-　各種制約下でニーズ
に合致するシステム、プロセスを設計できる

.ニーズに合致し、制約条件を満足するシステム
やプロセスの仕様を作成できる。

リーダシップ
状況を見極め、状況に合ったリーダシップを発
揮できた

自分の意見はプロジェクトチームメンバーと相談する前に数字を記入してください。


チーム全体での意見は、チーム内で相談してまとまった意見（数字）を記入してください。（高い５：から、低い：１で記入）

下記は別紙プロジェクト相互評価表から転記する

自分の評価
チーム内での

評価集約
他のチームか
らの評価平均

教員からの
評価平均

創造性 創造性の高い成果を得た

有用性 有用な成果を得た

完成度
客観的データや調査に基づいた分析、設計、評
価を行い、完成度が高い成果を得た

目標の適切さ
適切な難易度の成果目標を設定することができ
た

目標の到達度 当初の成果目標を達成することができた

文書で適切な報告ができた

口頭で適切な報告、プレゼンテーションができた

評価
項目

学習成果

学際的なチームで活動できる

文書での報告、口頭での発表

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
成
果

学
習
成
果

評価
項目

学習成果

班内評価が平均値以上の人数 

班内評価に基づく分類 

班内評価方法の検証 



            「５：非常にそう思う」，「４：そう思う」， 
            「３：どちらでもない」，「２：思わない」， 
            「1：まったく思わない」 

仕事をしていて、多分野や他領域に対する「視点の広がり」を、社内外の関係者と
比較して、感じられる

自身が携わっている仕事において、自分の担当範囲の作業や要件を「その仕事の
全体目的を達成する（最適化）」ように考える

会議などで、ブレインストーミングやＫ-Ｊ法などの基礎知識が役に立つ

システム工学にてシステム計画の流れを一連の手順にて実施したことは、その後の
仕事に対する考え方やものの見方の基礎になる

0 50 100 (%)

0 50 100 (%)

0 50 100 (%)

0 50 100 (%)

コストの最適化やシミュレーションの方法（例えば線形計画法、モンテカルロシミュ
レーションなど）の基礎を学ぶことは役に立つ

スケジュール管理の方法を学ぶことは役に立つ

他学科混成による演習では、共同作業を多く要求しているが、これらの演習は有益
である

これからの学生にとって、システム工学の考え方は必要である

0 50 100 (%)

0 50 100 (%)

0 50 100 (%)

0 50 100 (%)

0 50 100 (%)

卒業後，1０年以上経過した 

OB/OGのアンケート結果による妥当性確認 
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学部： 個々から総合へ 大学院： 総合から創生・個性へ 

電子
情報 

機械
制御 

環境 生命
科学 

数理
科学 システム 

工学 

専門分野の知識と，他分野の知識を組み合わせるすべを知り，知識
が混ざり合い，融合された知識を社会で活躍するための「武器，もしく
は他人と違う個性」として発揮できる人材，すなわち領域横断型人材
を創出していきたい． 

システム工学・科学 

他大学等 
デザイン 

工学部 

工学部 
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